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鎌 倉 市 議 会

令和２年（2020年）２月１日発行

【今後の定例会開会予定日】２月定例会：２月12日（水）　※開会予定日は、変更となる場合があります

⃝定例会の主な動き
本会議（12/４～９）… …………… 一般質問、議案上程、採決（１・２・４面）
各常任委員会等（12/10～17）…… 議案、陳情審査等� （3面）
本会議（12/20）…………………… 委員長報告、議案上程、採決（１・4面）

⃝定例会の概要
・12月定例会では15名の議員が一般質問を行いました。
・�市長提出議案として、条例関係議案４件、補正予算議案３件、その他
議案７件を可決、専決処分承認議案３件を承認、鎌倉市固定資産評価
審査委員会の委員の選任について同意しました。

・�その他議案のうち、第３次鎌倉市総合計画基本構想の一部修正議案お
よび第３次鎌倉市総合計画第4期基本計画の策定議案を可決しました。

・選挙管理委員会委員および同補充員の選挙を行いました。
・陳情2件を採択しました。

令和元年（2019年）12月定例会（12月4日～12月20日）
第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画の策定議案等を可決

補正予算とは・・・予算（当初予算）成立後に生じた、新た
な事業などを速やかに実施する必要が生じた場合（災害対応
など）に組まれる予算

令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第１０号）
歳入歳出いずれも２億９１８２万1000円を増額

一般会計補正予算、下水道事業会計補正予算を可決
台風１５号および１９号による被害の対応にかかる経費等を補正

　令和元年度鎌倉市下水道事業会計補正予算 （第６号）
台風による災害対応等の経費について、不足分513万円を増額

※なお、台風15号・19号による被害の対応にかかる経費のう
ち、土砂崩落対応や倒木処理対応など、至急予算措置が必要
なものについては、議会閉会中のため市長の専決処分にて予
算措置（3件・合計約５億円）が行われ、12月定例会におい
て承認しました。

■土砂崩落対応（約２億1000万円）
•���史跡崖地等崩落復旧等業務
　�（永

よ う

福
ふ く

寺
じ

跡
あ と

、朝
あ さ

夷
い

奈
な

切
き り

通
どおし

など）
•玉縄三丁目３番先災害復旧　など

■倒木処理対応（約900万円）
•���市有地内倒木処理等業務

■その他（約7000万円）
•���災害備蓄品の補充
•���ハイキングコース復旧事業　など

史跡永福寺跡の崖地 浄明寺二丁目（倒木の状況） 葛原岡・大仏ハイキングコース（倒木の状況）

鎌倉市パートナーシップ宣誓制度が開始されました
　令和元年（2019年）12月4日に「鎌倉市パートナーシップ宣誓制度」が開始されました。
　この制度は、お互いが大切な人生のパートナーと思っている同性や事実婚のカップルが、日常
生活において経済的、精神的に相互に支え合い、協力し合うことを約束した関係にあることを、
公に証明するものです。宣誓をした人には、宣誓書受領証（右の写真）が交付されます。
　議会においては、「同性パートナーシップの公的承認についての陳情」を、平成30年（2018年）
６月26日開会の総務常任委員会において審査し、かまくら人権施策推進指針により人権施策を進め
る本市が同性パートナーシップの公的承認制度の検討に取り組むことは、市民に対して多様性を認
め合う一つのメッセージを発するというものであり、陳情を機に前向きに検討を進めていくべきで
あることから、全会一致で採択しています。（同30日の本会議においても全会一致で採択）

宣誓制度についての詳細は、
鎌倉市ホームページをご覧く
ださい。



令和２年（2020年）２月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２４８号　　（２）

　

公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ
い

て
、次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
問
…
公
共
施
設
再
編
計
画
で

は
、現
在
の
公
共
施
設
を
維
持・

建
て
替
え
等
を
す
る
と
40
年
間

で
か
か
る
と
さ
れ
る
２
０
０
０

億
円
に
つ
い
て
、
50
％
削
減
す

る
と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
同
計
画
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
の
考
え
方
と
手
法
を

聞
き
た
い
。

行
政
経
営
部
長
…
公
設
公
営
か
ら

の
発
想
の
転
換
に
よ
り
、
公
共

施
設
に
こ
だ
わ
ら
な
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
具
体
的
手
法
と

し
て
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
の
見
直
し
と
し
て
の
廃

止
、
統
廃
合
、
施
設
の
規
模
・

配
置
の
在
り
方
の
見
直
し
と
し

て
の
複
合
化
、
集
約
化
、
共
用

化
の
ほ
か
、
施
設
の
整
備
運
営

の
効
率
化
、
財
源
確
保
と
し
て

の
維
持
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
や

民
間
活
力
等
に
よ
る
効
率
化
促

進
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

質
問
…
他
市
で
は
、
市
民
図
書
館

が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

ワ
ン
フ
ロ
ア
に
移
転
す
る
な
ど

の
事
例
が
あ
る
が
、
規
模
の
大

き
い
民
間
施
設
が
な
い
本
市
で

は
難
し
い
。
市
施
設
の
類
似
機

能
の
集
約
化
に
よ
る
施
設
数
お

よ
び
面
積
の
総
量
の
削
減
と
い

う
こ
と
に
行
き
着
く
の
で
は
な

い
か
。

同
部
長
…
類
似
施
設
の
集
約
化
は

費
用
を
抑
え
る
た
め
の
方
法
の

一
つ
だ
が
、
大
事
な
視
点
は
、

将
来
を
見
据
え
た
真
に
必
要
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
で
あ
り
、

施
設
の
維
持
で
は
な
い
と
の
発

想
か
ら
、
施
設
と
機
能
を
分
離

し
、
必
要
な
公
共
施
設
の
在
り

方
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問
…
学
校
の
統
廃
合
の
際
は
、

廃
校
に
な
っ
て
い
く
学
校
を
選

定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

学
校
は
防
災
拠
点
で
も
あ
る
。

人
口
や
世
帯
、
面
積
、
地
形
な

ど
を
考
え
、防
災
の
観
点
か
ら
、

学
校
を
残
す
、
移
動
さ
せ
る
な

ど
の
捉
え
方
を
し
て
い
る
か
。

教
育
部
長
…
現
在
、
教
育
委
員
会

で
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
施
設

整
備
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、

将
来
の
児
童
・
生
徒
数
の
推
移

や
学
区
の
在
り
方
、
地
域
の
つ

な
が
り
、
災
害
時
の
防
災
拠
点

と
な
る
よ
う
な
学
校
施
設
づ
く

り
と
い
う
観
点
か
ら
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問
…
本
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て

は
、
あ
ま
り
周
知
が
う
ま
く
い

か
ず
混
乱
を
生
じ
、
昨
年
、
住

民
投
票
を
求
め
る
直
接
請
求
が

あ
り
、
１
年
が
過
ぎ
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、行
政
の
事
務
は
、

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

行
政
経
営
部
長
…
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
に
よ
り
市
民
の
声

を
聴
く
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
き
た

が
、
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な

い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
引

き
続
き
、
出
前
講
座
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
。
今
年
度
よ
り
、

本
庁
舎
移
転
後
の
現
在
地
の
利

活
用
の
基
本
構
想
の
検
討
を
、

新
た
な
本
庁
舎
の
検
討
と
同
時

並
行
で
進
め
る
こ
と
で
、
よ
り

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

質
問
…
住
民
の
共
有
財
産
で
あ
る

公
共
施
設
を
ど
う
す
る
か
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
最
大
限
住

民
を
巻
き
込
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
計
画
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
時
間
を
か
け
て
で

も
行
う
こ
と
が
、
将
来
の
鎌
倉

市
に
と
っ
て
大
切
だ
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

市
長
…
公
共
施
設
の
再
編
は
避
け

て
通
れ
な
い
。
市
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
声

を
受
け
た
こ
と
で
反
省
を
し
て

い
る
。
施
設
を
廃
止
す
る
場
合

な
ど
は
丁
寧
な
プ
ロ
セ
ス
が
必

要
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た
る
計

画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
点
修

正
等
の
必
要
な
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
理
念
や
目
的
、
策
定

理
由
等
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し

周
知
し
て
い
く
。

一
般
質
問

　
災
害
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、

次
の
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
倒
木
・
食
品
廃
棄
物
】

質
問
…
市
は
、
台
風
15
号
、
19
号

に
よ
り
発
生
し
た
倒
木
等
は
、

50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
切
り
そ
ろ

え
た
も
の
を
収
集
す
る
と
し
て

い
た
が
、
個
人
で
の
裁
断
は
容

易
で
な
く
、
民
間
事
業
者
も
手

が
回
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

小
礒
副
市
長
…
必
要
な
方
に
は
、

造
園
組
合
な
ど
の
業
者
の
連
絡

先
を
紹
介
し
た
が
、
業
者
も
対

応
し
き
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後

は
、
県
内
事
業
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
や
、
造
園
組
合

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
態
勢
の
構
築

な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
台
風
15
号
の
際
は
、
停
電

が
長
引
い
た
た
め
、
家
庭
の
冷

蔵
庫
内
の
食
品
廃
棄
物
が
多
く

発
生
し
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

同
副
市
長
…
停
電
の
復
旧
に
時
間

が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
た
地
域

に
つ
い
て
は
、
全
ク
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
１
３
０
０
箇
所
に

張
り
紙
を
張
り
、
2
週
間
の
期

限
を
定
め
、無
料
で
回
収
し
た
。

【
関
係
団
体
等
と
の
連
携
】

質
問
…
鎌
倉
市
災
害
廃
棄
物
処
理

計
画
で
は
、
想
定
さ
れ
る
大
地

震
を
特
定
し
、
災
害
廃
棄
物
の

発
生
予
測
に
基
づ
い
て
、
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
関
係
自

治
体
や
民
間
団
体
等
と
の
協
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

同
副
市
長
…
自
治
体
で
は
、
横
須

賀
三
浦
地
域
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
の
処
理
に
関
す
る
災
害
等

相
互
援
助
協
定
の
ほ
か
、
災
害

全
般
の
自
治
体
相
互
応
援
に
関

し
て
姉
妹
都
市
や
県
内
市
町
村

と
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
民

間
で
は
、
市
内
の
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
者
な
ど
14
者
、
県
外

の
廃
棄
物
処
理
事
業
者
３
者
の

ほ
か
、
鎌
倉
市
建
設
業
協
会
や

神
奈
川
県
建
物
解
体
業
協
会
な

ど
と
も
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

質
問
…
県
外
の
事
業
者
３
者
で
ど

の
く
ら
い
の
受
け
入
れ
態
勢
が

整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
首
都
直

下
型
地
震
な
ど
で
広
域
な
被
害

が
発
生
し
た
場
合
、
同
時
に
被

災
す
る
よ
う
な
地
域
に
位
置
し

て
い
な
い
か
。

同
副
市
長
…
協
定
先
の
事
業
者
の

中
に
は
、
一
日
あ
た
り
の
能
力

が
日
本
で
最
大
級
の
施
設
を
有

す
る
事
業
者
も
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
協
定
先
が
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
で
被
災
す
る
場

合
は
、
国
の
災
害
廃
棄
物
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
支
援
の

要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
市
内
に
焼
却
炉
を
建
設
し

な
い
と
い
う
将
来
の
ご
み
処
理

体
制
に
つ
い
て
の
方
針
は
、 

災
害
対
応
と
い
う
意
味
で
は
明

ら
か
に
後
退
で
あ
る
と
捉
え
て

い
る
が
、
市
長
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

市
長
…
焼
却
施
設
を
建
設
せ
ず

に
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
目

指
し
て
ご
み
の
減
量
・
資
源
化

を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

災
害
時
の
対
応
と
し
て
は
、
県

を
通
じ
た
支
援
要
請
や
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
の
ほ

か
、
市
独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

態
勢
も
充
実
さ
せ
て
よ
り
万
全

な
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
12
月
定
例
会
で
は
15
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
２
月
中
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
に

掲
載
し
ま
す
。
図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会

議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一般質問項目一覧
①　竹田　ゆかり（無所属）
　１　��鎌倉市民の「ジェンダー格差」解

消に向けて
　２　�子どもたちの学習権を守る「教育

環境条件整備」について
　３　�子どもたちの学習権を守る「教職

員の働き方改革」について
　４　�「庁舎管理規則」の見直しについ

て
②　長嶋　竜弘（無所属）
　１　�鎌倉市政に異論反論オブジェク

ションVOL.9
　　　�鎌倉市政は非常事態、今、ＮＯと

言える議会、ＰＤＣＡ・支配型リー
ダーシップからの脱却、対話によ
るまちづくりが必要

③　河村　琢磨（ヴィジョン）
　１　�「65歳の壁」問題について
　２　�災害対応事例から考えるＳＴＥＡ

Ｍ教育と未来の教室について
　３　�行政経営最適化と外部委託事業者

の管理について
　４　�「組織的なコンプライアンス確保

のための仕組みづくり」の評価に
ついて

④　納所　輝次（公明党）
　１　�災害対応と地域を守る建設土木工

事の担い手を育てる公共工事の平
準化について

⑤　髙橋　浩司（鎌夢会）
　１　�公共施設の再編について
⑥　保坂 令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　�災害ごみの処理について
　２　�公共施設再編計画について
⑦　くりはら えりこ（無所属）
　１　�多世代交流・コミュニティの大切

さについて（ＳＤＧｓ目標17）
　２　�市民活動の拠点プラットホームづ

くりについて（ＳＤＧｓ目標17）
　３　�台風15号・19号の災害対応につ

いて（ＳＤＧｓ目標13）
　４　�被災時の情報収集と市民への情報

発信のあり方について（ＳＤＧｓ
目標９）

　５　�災害弱者への危険周知と避難所へ
の誘導について（ＳＤＧｓ目標１・
３・10）

　６　�避難所の開設と運営について（Ｓ
ＤＧｓ目標11）

　７　�水や非常食の取り扱いと利用・廃
棄の基準について（ＳＤＧｓ目標
２・６）

　８　�市民からの問い合わせ窓口対応に
ついて（ＳＤＧｓ目標11）

　９　�被災者への御見舞金制度と防災工
事について（ＳＤＧｓ目標11・13）

　10　�文化財の火災・災害対策につい
て（ＳＤＧｓ目標11）

　11　�災害時のゴミ置き場や応急仮設
住宅配置計画について（ＳＤＧ
ｓ目標17）

　12　�鎌倉市の気候非常事態宣言と気
候危機対策の進捗状況について
（ＳＤＧｓ目標13・17）

　13　�鎌倉市の財政と入札について（Ｓ
ＤＧｓ目標11）

⑧　森　功一（自民党鎌倉市議団）
　１　�森林保全と防災対策について
　２　�災害時の受援体制について
⑨　伊藤　倫邦（自民党鎌倉市議団）
　１　�国道134号線について
　２　�避難所開設について
　３　�消防施設整備について
　４　�傾斜地の樹木伐採について
　５　�天ケ谷戸隧道補強工事について
　６　�岩瀬隧道切り通しについて
　７　�鎌倉湖（散在ケ池、ため池）その

後の調査について
⑩　吉岡　和江（日本共産党）
　１　�防災、災害、安全対策について
⑪　山田　直人（鎌倉みらい）
　１　�商工業振興の充実について
　２　�商店街の活性化について
⑫　前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　�台風15号・19号に学び、災害へ

の備えを考える
⑬　高野　洋一（日本共産党）
　１　�公共施設再編計画の見直しについ

て
　　　�―長谷子ども会館、岩瀬子ども会

館及び玉縄青少年会館の閉鎖問題
から何を教訓にすべきか―

　２　�公的不動産の活用について

⑭　日向　慎吾（鎌夢会）
　１　�海洋ごみの対策について
　２　�災害ごみの処理と復旧について
　３　�高齢者外出支援サービスの充実に

ついて
　４　�2020年オリンピック・パラリン

ピックに向けて
　　　（交通・漁業補償・海水浴場）
⑮　千　一（無所属）
　１　�災害時要援護者登録制度は活用さ

れたか？
　２　�身体障がい者中心のグループホー

ムについて
　３　�選挙制度について
　４　�重度訪問介護について
⑯　松中　健治（無所属）
　１　�ＳＤＧｓへの取り組み
　２　�台風被害からの教訓と対策。国道

134号他
　３　�清掃工場。災害ゴミ他。
　４　�やぐらについて。
　５　�文化財保護対策。
※�松中議員は病気欠席のため、一般質問
を実施しませんでした。

一般質問の録画中継映像は、
こちらからご覧いただけます。

公
共
施
設
再
編
計
画
に
つ
い
て

災
害
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て



（３）　　第２４８号 か ま く ら 議 会 だ よ り 令和２年（2020年）２月１日

議案第61号　第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画の策定について
　鎌倉市では、総合的かつ計画的な行政の運営を図るため、平成８年度
(1996年度)～令和７年度(2025年度)の30年間を基本構想期間とする「第３
次鎌倉市総合計画」を策定しており、その下層に、政策・施策体系やその
方針を具体的に示すための「基本計画」があります。本議案は、第３次鎌
倉市総合計画の最後の基本計画となる令和２年度(2020年度)～７年度
(2025年度)を計画期間とする「第４期基本計画」を策定するものです。本
計画では、全ての施策に横串を通す４つの柱として「市民自治」「行財政
運営」「防災・減災」「歴史的遺産と共生するまちづくり」を位置付け、施
策体系を24の分野と37の施策の方針に整理しているとのことです。また、
「目標とするまちの姿」を実現するため、
各施策の方針に関連するＳＤＧｓのゴー
ル・ターゲットの達成に向けた取り組み
の方向性を記載しているとのことです。
　本議案の審査に当たっては、各常任委
員会の予備審査を踏まえ審査を行い、採
決を行った結果、多数の賛成により可決
されました。

　

12月11日、16日開催　
審査した内容（議案３件、陳情２件、報告事項７件）

12月12日開催　
審査した内容（議案１件、報告事項４件）

12月10日開催　
審査した内容（議案１件、陳情１件、報告事項９件）

議案第62号　財産の無償貸付について
　令和２年（2020年）２月１日からの｢こもれび山崎温水プール｣の運営
については、事業者の独立採算により管理運営を行うこと、また、市民
の一般利用や小学校の授業等は現状に倣い継続することなどを条件に、
土地および建物を無償で貸し付ける条件付貸付事業とするとのことで、
その事業者を公募したところ４者から応募があり、その後、選定委員会
を開催し、提案書類およびヒアリングによる審査を実施し、事業者を選
定したとのことです。
　選定後に行った同事業者との協議においては、「利用料金は現在の価
格を据え置くこと」「開場時間および定休日は変更しないこと」といっ
たこれまでの運営を踏襲するとともに、「各種プログラムについては、
基本的には現状と同様の内容で実施する予定であること」「スタッフに
ついては、可能な限り、現在就業している者を採用していく方針である
こと」を確認したとのことです。
　委員会では、ＰＦＩ事業や指定管理事業については、業者との契約が
満了するときには、人員の入れ替わり等、常に継続性、持続性という課
題があるということを認識すべきとの意見が出され、採決の結果、総員
の賛成により可決しました。

報告事項　かまくら冒険遊び場・梶原の開設について
　令和元年（2019年）11月15日に「かまくら冒険遊び場・梶原」を開設
し、子どもが自由に伸び伸びと遊べる場になるとともに、青空自主保育
等、子育て支援情報の発信の場として、子育てに関する情報提供や子育
てイベント・地域の方々との交流イベントを開催するなど、子ども・子
育て支援に活用していくとのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。

報告事項　深沢地域整備事業の現状について
　鎌倉市深沢地区まちづくり方針実現化検討委員会からの答申内容をも
とに、平成28年（2016年）10月策定の修正土地利用計画（案）に必要な
再点検を加え、深沢地域整備事業の土地利用計画（素案）を作成したこ
とから、その概要について報告がありました。
（報告の概要）※報告のあった内容の一部を記載しています。
・�ＳＤＧｓの理念に基づき、持続可能なまちづくりを行い、社会課題の
解決を積極的に牽引していくこと等を追記した。
・�まちづくりのテーマである「ウェルネス」の具現化の第一歩として、
「ウォーカブルなまち（※１）」を目指す考え方を町づくりのコンセプ
トの中心に位置付けた。
・�事業区域の中央を東西に横切るシンボル道路については、将来的な計
画として、その東側をトランジットモール（※2）化し、歩行者優先
のウォーカブルな町並みの実現を図る。
・�業務施設街区を充実することにより、ヘルスケア産業の集積地を目指
すとともに、「働くまち鎌倉」の実現に向けて、研究所やオフィス機
能の誘致につなげていく。
　委員会では、報告事項について了承されました。

建 設 常 任 委 員 会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総 務 常 任 委 員 会常任委員会

審査の一部を紹介します

12月13日開催　
審査した内容（議案７件、報告事項等11件）

陳
情
の
議
決
結
果

　

12
月
定
例
会
で
は
10
件
の
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
う
ち
６
件

を
全
議
員
に
配
付
し
、
４
件
を
各

常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委

員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
陳
情
２
件
を
採
択

し
、
１
件
を
継
続
審
査
、
１
件
を

議
決
不
要
と
し
ま
し
た
。

　

結
論
が
出
た
陳
情
の
要
旨
と
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
採
択
し
た
陳
情
】

◇�

「
商
工
業
『
元
気
ア
ッ
プ
』
事

業
」
の
補
助
金
の
交
付
に
関
し

て
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
た
だ
す
よ
う
求
め
る
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

本
市
が
実
施
し
て
い
る
商
工
業

元
気
ア
ッ
プ
事
業
に
お
い
て
、
民

泊
事
業
に
係
る
提
案
が
選
定
さ

れ
、
本
年
10
月
10
日
に
補
助
金
の

交
付
決
定
が
さ
れ
て
い
る
が
、
当

該
事
業
の
計
画
で
対
象
と
な
る
古

家
が
あ
る
自
治
会
に
お
い
て
は

「
民
泊
施
設
は
認
め
な
い
」
旨
の

住
民
協
定
を
定
め
て
お
り
、
市
は

こ
の
住
民
協
定
の
件
は
全
く
あ
ず

か
り
知
ら
な
い
形
で
審
査
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
役
所
内
の
情
報

共
有
が
さ
れ
て
い
な
い
事
実
が
露

呈
し
た
。
こ
れ
は
職
員
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
が
問
わ
れ
る
事
例
で

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
事
態
に
な
っ
た
事
実
関
係
を
調

査
し
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
意
識
を
高
め
る
よ
う
勧
告
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
の
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
総
員

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

◇�

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
小

学
校
就
学
前
接
種
に
対
し
て
の

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
の
要
旨

　

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
４
回
目
の
接
種
後
に
上

昇
し
た
抗
体
価
は
経
時
的
に
減
衰

し
て
い
く
た
め
、
ポ
リ
オ
の
発
症

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
５
歳
か

ら
７
歳
未
満
で
５
回
目
の
接
種
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
就
学

前
追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、
先
進

国
の
多
く
で
行
わ
れ
て
お
り
、
日

本
小
児
科
学
会
で
も
推
奨
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
同
ワ
ク
チ
ン
の
就

学
前
追
加
接
種
に
対
し
て
、
本
市

が
費
用
の
助
成
を
行
う
よ
う
議
会

と
し
て
市
に
働
き
掛
け
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
す
。

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
の
結
果

　

委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
多
数

の
賛
成
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。

常任委員会の
行政視察報告を
議会ホームページに

公開
　平成30年度から、
行政視察の報告書を
鎌倉市議会ホームペー
ジに掲載しています。
　「各常任委員会の行
政視察の報告」をご覧
ください。

お知らせ本会議・常任委員会
中継映像公開中です！

　鎌倉市議会では、本会議および各常任
委員会等について生中継を行っていま
す。また、録画映像も見ることができます。
　スマートフォンやタブレット端末から
も視聴が可能です。詳しくは鎌倉市議会
ホームページをご覧ください。

鎌倉市議会　中継 検索

報告事項　鎌倉生涯学習センター耐震改修工事について
　鎌倉生涯学習センターの耐震改修工事において、内装等を解体撤去し
たところ、１階天井裏と２階床部との間に、建築当初の図面に示されて
いない鉄筋コンクリートの構造物が発見されたため、耐震補強箇所を変
更する必要が生じたとのことです。
　その結果、第三者耐震判定委員会における耐震診断評価の再取得、工
事金額の増額、工事内容の変更等に伴う工期の延長が必要となり、令和
２年（2020年）７月に予定されていた再開時期が３カ月遅れ、同年10月
に変更になるとのことです。
　委員会では、報告事項について了承されました。

【用語の解説】
※1 ウォーカブルなまち
歩行者を中心とする都市設計の考え方、
およびそのコンセプトに従って設計さ
れたまち

※2 トランジットモール
自家用自動車の通行を制限し、公共交
通機関だけが優先的に通行できる形態
の歩車共存道路

令和２
（2020）

平成８
（1996）

令和7
（2025）

第３次鎌倉市総合計画

第４期

基本計画 第４期
基本計画

基本構想期間
基本構想

第１期 第２期
第３期



●➡議会だより、議会ホームページに関するご意見はこちらへ　〒248-8686（住所は省略できます）議会広報委員会　Ｅ-mail:gikai02@city.kamakura.kanagawa.jp

令和２年（2020年）２月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２４８号　　（４）

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決結果

条
例

第68号 鎌倉市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決

第70号 鎌倉市文化財保護条例の一部を改正する条例の制定について 可決

補
正
予
算

第71号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第10号）
（台風15号および19号による被害の緊急対応に係る経費等） 可決

第72号 令和元年度鎌倉市下水道事業会計補正予算（第６号）
（雨水管きょ施設の維持修繕および倒木処理等に係る経費） 可決

第73号 令和元年度鎌倉市一般会計補正予算（第11号）
（玉縄三丁目３番先災害復旧に係る経費） 可決

そ
の
他

第60号 第３次鎌倉市総合計画基本構想の一部修正について 可決

第61号 第３次鎌倉市総合計画第４期基本計画の策定について 可決

第62号 財産の無償貸付について（こもれび山崎温水プール） 可決

第65号 指定管理者の指定について（鎌倉市川喜多映画記念館） 可決

陳
情 第30号 不活化ポリオワクチンの小学校就学前接種に対しての費用の

助成についての陳情 採択

公　

明　

党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議　

員　

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議 

員 

団

鎌 

倉 

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考
え
る
会

神　

奈　

川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

鎌　
　

倉　
　

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

無 

所 

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

山
田　
直
人
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※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問や、議
会運営委員会の委員となり、議会運営に関す
る協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※久坂くにえ議員は議長のため、採決には参加
　していません。

※12月定例会では市長提出議案20件、陳情２件の採決を行いました。
　下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　
12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

20
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議

会
に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

鎌
倉
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業
制
度
の
変
更
に
伴
い
、
国
庫
補

助
を
受
け
ら
れ
る
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
交
付
ま
た
は
再
交
付
に
係
る

事
業
費
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
た

め
、
手
数
料
の
徴
収
の
対
象
と
す

る
交
付
等
に
つ
い
て
規
定
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
ま
た
は
再
交
付
手

数
料
の
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
公

布
の
日
か
ら
、
文
言
の
整
理
を
行

う
規
定
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信

技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等

に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上

並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
付
則
第
１
条
第
６

号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
文
化
財
保
護
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

文
化
財
保
護
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
市
指
定
有
形
文
化
財
等

に
係
る
損
壊
等
の
防
止
を
目
的
と

し
て
、
罰
金
規
定
等
を
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

が
、
罰
則
の
強
化
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
周
知
期
間
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
併
せ
て
経
過
措
置
と
し
て
、

本
改
正
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行

為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
旨

を
規
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
基
本
構

想
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

　

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４

期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
実

施
し
た
人
口
推
計
お
よ
び
第
３
期

基
本
計
画
策
定
後
の
人
口
推
移
の

現
状
を
踏
ま
え
、
所
要
の
修
正
を

行
お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４
期

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
第
３
期
基
本
計
画
が
本
年

度
を
も
っ
て
目
標
年
次
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
第
３
次
鎌
倉
市
総
合

計
画
の
最
後
の
基
本
計
画
と
し
て

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま

で
の
６
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
、
第
４
期
基
本
計
画
を
策
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い
て

　

こ
も
れ
び
山
崎
温
水
プ
ー
ル
公

募
提
案
型
条
件
付
貸
付
事
業
用

地
・
建
物
の
無
償
貸
し
付
け
を
行

う
た
め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　

繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
玉
縄

三
丁
目
３
番
先
災
害
本
復
旧
に
係

る
地
質
調
査
・
設
計
事
業
を
追
加

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
得
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館
条

例
に
定
め
る
鎌
倉
市
川
喜
多
映
画

記
念
館
の
指
定
管
理
者
を
、
川
喜

多
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
共
同
事
業

体
代
表
者
公
益
財
団
法
人
川
喜
多

記
念
映
画
文
化
財
団
に
指
定
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
期
間
は
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
人
事
案
件
》

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

　

市
長
か
ら
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
多
数
の
賛

成
に
よ
り
同
意
し
ま
し
た
。

山や
ま

口ぐ
ち　

吉よ
し

一か
ず

氏
（
常
盤
在
住
）

齋さ
い

藤と
う　

秀ひ
で

樹き

氏
（
梶
原
在
住
）

久く

壽す

米め

木ぎ　

惠え

美み

子こ

氏（
岡
本
在
住
）

　

任
期
は
、
令
和
２
年
２
月
７
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
等
の
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ
び

同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
当

選
し
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　【
委
員
】

藤ふ
じ

村む
ら　

耕こ
う

造ぞ
う

氏
（
鎌
倉
山
在
住
）

大お
お

塚つ
か　

眞ま

理り

子こ

氏
（
岩
瀬
在
住
）

門か
ど

河か
わ　

通み
ち

憲の
り

氏
（
材
木
座
在
住
）

奥お
く

津つ　

淑と
し

子こ

氏（
七
里
ガ
浜
東
在
住
）

　【
補
充
員
】

林は
や
し
　
　

康や
す

弘ひ
ろ

氏
（
二
階
堂
在
住
）

關せ
き

本も
と　

和か
ず

臣お
み

氏
（
玉
縄
在
住
）

西に
し

岡お
か　

正ま
さ

江え

氏
（
関
谷
在
住
）

麻あ
そ

生う　

孝た
か

子こ

氏
（
岡
本
在
住
）

○：賛成　－：反対

市
の
新
施
設
及
び
逗
子
市
の

既
存
施
設
の
２
施
設
で
処
理

を
行
っ
て
い
き
ま
す
」
と

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
実

施
計
画
（
素
案
）
で
は
鎌
倉

市
は
新
た
な
焼
却
施
設
は
建

設
し
な
い
こ
と
と
し
て
お

り
、
２
市
１
町
で
の
広
域
化

の
前
提
が
崩
れ
て
い
る
。

 

・�

平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
の

長
期
的
・
総
合
的
な
視
点
で

定
め
た
「
第
３
次
鎌
倉
市
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」

の
基
本
方
針
で
あ
る
、「
将

来
に
わ
た
る
安
定
的
な
処
理

に
向
け
た
ご
み
処
理
施
設
の

整
備
」
の
取
り
組
み
か
ら
逸

脱
し
て
お
り
、
基
本
計
画
と

整
合
性
が
と
れ
て
い
な
い
。

 

・�

ご
み
処
理
施
策
は
市
民
と
の

信
頼
関
係
が
重
要
で
あ
り
、

市
民
合
意
を
し
っ
か
り
と

と
っ
た
上
で
、実
施
計
画（
素

案
）
を
検
討
し
て
い
く
よ
う

求
め
る
。

　

市
は
、
将
来
に
わ
た
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
が
構
築
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
意
見
を
十

分
留
意
し
た
上
で
課
題
を
解
決

し
、
現
実
的
で
実
効
性
の
あ
る

実
施
計
画
と
な
る
よ
う
、
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

12
月
20
日
開
催
の
本
会
議
に

お
い
て
、
観
光
厚
生
常
任
委
員

会
で
所
管
事
務
調
査
事
項
と
し

て
い
る
「
将
来
に
わ
た
る
安
定

し
た
ご
み
処
理
体
制
の
構
築
に

つ
い
て
」
の
中
間
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

（
報
告
の
主
な
内
容
）

　

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
で

は
、
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、

本
市
お
よ
び
近
隣
市
の
ご
み
処

理
施
設
や
、
先
進
市
の
新
た
な

資
源
化
技
術
に
よ
る
ご
み
処
理

施
設
の
視
察
を
行
っ
た
ほ
か
、

本
市
地
域
住
民
に
対
し
て
広
域

化
実
施
計
画
に
係
る
意
見
聴
取

を
行
う
な
ど
、
状
況
把
握
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
定
例
会
で
、

市
か
ら
「
鎌
倉
市
・
逗
子
市
・

葉
山
町
ご
み
処
理
広
域
化
実
施

計
画
（
素
案
）」
の
内
容
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
際
、
各
委
員
か
ら
次
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

・�

平
成
28
年
に
２
市
１
町
で
締

結
し
た
、
ご
み
処
理
の
広
域

化
に
係
る
覚
書
で
は
、「
可

燃
ご
み
の
焼
却
処
理
は
鎌
倉

観
光
厚
生
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
の

中
間
報
告
を
実
施

　

今
年
度
も
広
報
委
員
会
で
は
、

多
く
の
方
に
読
ま
れ
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
、
活
発
な
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

議
会
の
情
報
を
、
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

毎
号
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
一

覧
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
ま
し

た
。
簡
単
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

質
問
一
覧
や
録
画
中
継
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

昨
今
で
は
、
本
庁
舎
整
備
・
子

ど
も
会
館
閉
館
・
ご
み
焼
却
施
設

の
建
設
中
止
な
ど
の
市
民
の
関
心

の
高
い
情
報
に
対
し
て
、
議
会
の

発
信
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
改
善
点
を
常
に
探
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
紙

面
づ
く
り
を
心
掛
け
、
広
報
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員

�

安
立　

奈
穂

編
集
後
記


